
　　

ま
も
な
く
『
伊
賀
市
史
』
第
６
巻
を
発
刊
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

伊
賀
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
郷

土
に
対
す
る
誇
り
と
愛
情
の
上
に
、
さ
ら
な
る
関
心

と
深
い
理
解
を
得
る
た
め
、
ま
た
、
将
来
の
伊
賀
市

発
展
に
向
け
て
研
究
や
学
習
の
資
料
と
な
る
こ
と
を

目
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
発
刊
の
『
第
６
巻 

資
料
編 

近
現
代
』
は
、

本
文
１
，
０
６
１
頁
、
巻
頭
写
真
22
点
、
掲
載
点
数

６
２
３
点
の
資
料
を
収
め
た
ほ
か
、
近
代
の
人
口
や

行
政
区
画
の
変
遷
を
ま
と
め
た
表
、
近
代
の
村
の
範

囲
を
示
し
た
図
を
付
録
と
し
て
収
録
し
ま
し
た
。
資

料
は
、
明
治
維
新
前
後
か
ら
昭
和
50
年
ご
ろ
ま
で
の

文
書
や
記
録
・
新
聞
記
事
な
ど
か
ら
選
ん
で
掲
載
し

ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
伊
賀
者
や
無
足
人
た
ち
の
め
ざ

ま
し
い
働
き
が
み
ら
れ
た
戊ぼ

し
ん辰
戦
争
や
現
代
の
行
政

組
織
の
基
礎
と
な
っ
た
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
の

「
市
制
・
町
村
制
」
の
実
施
、
鉄
道
や
道
路
の
整
備
、

学
校
教
育
の
発
達
な
ど
の
著
し
い
変
化
が
み
ら
れ
た

明
治
期
。
上
野
市
街
の
ほ
ぼ
全
域
を
巻
き
込
ん
だ
米

騒
動
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
風
が
吹
き
込
ん
だ
大

正
期
。
世
界
恐
慌
や
戦
争
の
な
か
で
た
く
ま
し
く
生

き
る
人
た
ち
の
姿
が
み
ら
れ
た
昭
和
前
期
。
戦
後
の

復
興
の
な
か
で
民
主
主
義
に
め
ざ
め
た
青
年
た
ち
の

姿
や
、
名
阪
国
道
開
通
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
た

昭
和
後
期
の
伊
賀
地
域
の
様
子
な
ど
、
幅
広
い
分
野

に
わ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
『
第
６
巻 

資
料
編 

近
現
代
』
か
ら
は
、
す

で
に
忘
れ
去
ら
れ
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
事
実
や
現
在

の
礎
を
築
い
た
先
人
た
ち
の
苦
労
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

販
売
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
購
入
予
約
の
受
付

を
開
始
し
、
６
月
に
は
市
内
の
書
店
で
購
入
い
た
だ

け
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
５
月
末
ま
で

に
ご
予
約
い
た
だ
い
た
方
に
は
定
価
５
，
０
０
０
円

を
特
価
４
，
０
０
０
円
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　

購
入
方
法
や
頒
布
価
格
に
つ
い
て
は
、
４
月
以
降

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
書
店
で
ご
案
内
し
ま
す
。
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
市
史
編
さ
ん
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
総
務
課
市
史
編
さ
ん
係　

☎
52
・
４
３
８
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℻
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・
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『
伊
賀
市
史
』
第
６
巻

ま
も
な
く
発
刊
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
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平
成
22
年
３
月
１
日　
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編
集
／
企
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広
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〒
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０
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伊
賀
市
上
野
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内
１
１
６
番
地

☎
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・
９
６
３
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・
９
６
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ア
カ
マ
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市
の
鳥

  

キ
ジ

正月堂修正会

　２月１１日には地域住民が行列を
作って餅などを正月堂に奉納する「練
り込み」が行われました。
　この行列は節句之頭と呼ばれ、今
回は５つの節句之頭が参加しました。
　はじめにお堂へ到着したのは子ど
も達が参加する島ヶ原温泉やぶっ
ちゃの節句之頭でした。「エトウー・
エトウー」という元気な掛け声とと
もに、わらや果物で作ったユーモラ
スな鬼の頭や餅などを納め、今年一
年の豊作を願う数え歌を歌いました。
　また、住職や寅年生まれの地元住
民などによる餅まきが行われました。

▲伊賀市所蔵の行政資料

　境内に集まった参加者は、たくさ
んの福を授かろうと手を懸命に伸ば
し、たくさんの福もちをもらい、と
ても幸せそうでした。
　修正会は１２日のたいまつ振りか
ざす達陀行法でクライマックスを迎
えて終わりました。


